
＃真岡ごはん＃真岡ごはん

　家族で経営している温かい雰囲気のお店で
す。ジャンボエビフライ定食やチーズ巻きカ
ツ定食、からあげ定食などが人気で、夜は広
いお座敷で宴会もできます。また、お弁当の
テイクアウトも可能でメニューも豊富です。
手作りにこだわったボリュームたっぷりの美
味しいご飯をぜひご賞味ください。

真岡の「美味しい」をお届けします。真岡の「美味しい」をお届けします。

【所在地】
　寺内 1514-8
【営業時間】
　平日　
　11:30 〜14:30
　17:30 〜22:00
　土日　
　11:30 〜14:00
　17:00 〜22:00
【定休日】
　月曜日、 第 3 火曜日
【電話】
　0285-84-7218

　　　

　抽選で、「からあげ定食」を 3名にプレゼント
します。専用応募フォーム、または官製はがきに
必要事項を記入し、応募ください。

【必要事項】 応募者情報（住所・氏名・年齢・連絡先）
　　       　 広報紙に関するご意見・ご感想など
　　
【応募先】〒 321-4395 真岡市荒町 5191 番地　
　　　　 秘書広報課広報広聴係
 　　　   「広報もおか 2月号プレゼント」担当

＊市内外問わず 1人 1通応募可
＊応募数が定数を超えた場合は抽選
＊当選者のみ当選券を発送

ｰ注意事項ｰ

応募フォーム

真岡市内飲食店等支援事業

②②

14 広報もおか

応募締切　令和 8 年 2 月 28 日 （土） ※消印有効

田吾作亭（寺内）田吾作亭（寺内）

読者プレゼント

①ジャンボエビフライ　②チーズ巻きカツ　③からあげ定食　④⑤店内の様子　⑥店主の木村昌臣さんと一緒に働く娘の麗さん

④④

①①

③③

⑥⑥⑤⑤
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トラブル回避ポイント

① 突然訪問してきた業者は決して家に入れない

　買い取り業者の飛び込み勧誘は法律で禁止
されています。
②電話がかかってきても訪問を承諾しない

　売るつもりがなければ、話を聞かず、きっ
ぱり断ることが大切です。
③一人で対応しない

　犯罪に巻き込まれる危険があります。身の
危険を感じた場合は、警察に通報しましょう。
④８日以内ならクーリング ・ オフできる

　クーリング・オフしても、業者が既に転売
し返却されない場合があります。クーリング・
オフ期間は、物品を引き渡さず手元に置いて
おくことができます。買い取りしてもらうか
を冷静に考えましょう。

令和 8 年 2 月号 15

【相談窓口】 消費生活センター （くらし安全課内）
℡ 0285-84-7830　（ハナシテナヤミナシ）

平日　9:00～12:00　13:00～16:00　※相談料無料

消費生活センターメモ　№512

<事例>「不用な食器など何でも買い取りま
す」と女性から電話があり、訪問を承諾した。
後日、男性が訪れ、高圧的な態度で「貴金属
はないか」と言いながら勝
手に上がり込み、引き出し
を開けて物色され、なかな
か帰ってもらえなかった。
　

犯罪まがいのトラブルが寄せられている

　優しい口調の電話だったので信用して訪問
を承諾したが、他県ナンバーの高圧的な男性
が訪れて「大事にしていた貴金属を勝手に持
ち去られた」といった相談が寄せられていま
す。自宅で過ごす時間が長い 60 歳以上の方
が狙われています。

「何でも買い取ります」の電話に注意
業者の狙いは「貴金属」

あの日あのころ
第440 回

地域の皆さんとこれからも

（久下田西在住・72 歳）
橋橋
はしもと

本本　　広広
ひろうみ

海海さんさん

　私は昭和 28年、熊本県の八代市で生まれま
した。子どものころは、毎年台風が来るたび
に小さな川が氾濫するため、大型の台風が接
近すると、並べたリンゴ箱の上に畳を重ねて
床上浸水の対策をしたり、2階のある親戚の
家に泊まりに行ったりしていました。
　福祉の言葉が芽生え始めた時代背景もあり、
私は社会福祉を学ぶため大学に進学しまし
た。当時は社会福祉の小さな単科大学で、学
内には障がいを持つ学生も多く在籍していま
した。また、他大学ではほとんど行われてい
なかったセツルメント活動※が活発に行われて

おり、当時の福祉
の最先端を学び
ました。ワンダー
フォーゲル部に
も所属し、南アル
プスや三重県鈴
鹿、南西諸島の▲　ワンダーフォーゲル部で ▲グラウンドゴルフの仲間たちと

山々を歩く学生時代
を送りました。
　そのサークルを
きっかけに出会った
妻と結婚し、栃木県
での暮らしが始まり
ました。結婚後は、
障がい者施設で定年退職まで 40年間勤めまし
た。退職後は第三者の立場から認知症のグルー
プホームや児童養護施設の様子を確認する仕
事をしています。グループホームでは、認知
症になっても人としての尊厳が尊重され、そ
の人らしい生き方への支援が行われているか、
児童養護施設では、子どもたちの人権やプラ
イバシーが保障され、子どもたちにとって最
善の支援が行われているかなどを、実際に施
設へ訪れ、直接話を聞いています。現役の時
から関わってきたこの仕事を、今後もライフ
ワークとして続けていきたいと思っています。
　また、地域では、健康推進委員として自治
会活動に参加したり、退職後に始めたグラウ

ンドゴルフで地域
の方々と親交を深
めたり、楽しく活
動しています。こ
れからも元気に健
康的な生活が送れ
るよう、頑張って
いきたいです。

▲奥様と沖縄で

※学生などが貧しい地域で住み込みで住民と生活し、地域の福祉　
　向上を目指す事業・運動


